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7. 抗生剤の大量使用が著効を示した膿胸の一例
長谷川尭(千大・肺 2臨)
症例は 42才，男性。胆嚢炎様症候の後に， 血疾を生
じ胸部レ線写真にて癌性胸膜炎に続発した膿胸との診断
をうけ入院。入院後， CET 4 gの投与を行ない， 白血
球増多， CRP陽性，血炭，などは消失したが， レ線像
の改善みられないため， CP 1 g，AB-PC 5 gの投与を
行なったところ，血痕の噌強を認めたため CET5gに
変更したところ，血痕消失， レ線像の改善，肺機能の改
善を認めた。通算 112日間， 計 511gの CETを投与
したが，とくに副作用を認めなかった。 
8. 5αrcoidosisの一例
栗山喬之(千大・肺 2臨)
胃に変化を示し Steroid治療に反応した Sarcoidosis
の一例を報告する。眼肺リンパ節に病変があり，生検で 
Sarcoidosisとされたり才の女性に Steroid治療の前
に胃X線的内視鏡的検査を行ない，胃体部に巨大敏盤著
明な粘膜の凹凸不整を認めた。胃生検で Sarcoid結節
は証明できなかった。 Predriso1one40 mg投与漸減療
法を行ない， 2週で BHLと眼症状の改善をみたが胃
病変は遅れて 1週頃より変化し 15週で巨大敏襲は縮
少，粘膜の凹凸不整も減少した。 
9. 溶連菌抗癌剤 (OK-432)を使用した原発性肺癌の 
1症例
椙田隆(千大・肺 2臨) 
1964年岡本らにより開発された溶連菌制剤 (OK-432)
を用い治療を試みた原発性肺癌(腺癌)の l症例を経験
したので報告する。点滴静注で初回 0.1臨床単位より増
量し最高 0.5単位，投与総数 25回，総量 7.2単位投与し
た。他党的改善の効果は認められなかった。副作用は発
熱のみで，血液，尿などには異常は認められなかった。
患者は投与中止後 6カ月で死亡した。原発巣では病理組
織学的には，間質細胞の増生や Bizzarre Zellenが一
部で認められたが，これらは， OK-432の影響かどうか
は不明である。 
10. 胸部異常陰影を呈した尿毒症のー剖検例
斎藤康栄(千大・肺 2臨)
本例は第 12演題と同一症例であり，私は臨床経過お
よび剖検所見のうち腎および、肺について検討した。症例
は68才男性で右肺 S7S8領域に無気肺像を認め肺癌を
疑って入院したがその後の検査により高度の腎機能障害
が判明し，治療を開始したところ約 2週間後には異常陰
影は消退した。治療の重点はもっぱら腎不全の管理に置
かれ約 6カ月の経過の後，死亡した。入院時甲状腺腫大
が視診で明らかであり，また死亡 1ヵ月前より少量頻回
に血便があった。剖検肺には癌を思わせる所見は無く腎
は高度の萎縮腎であった。 
三重複癌のー剖検例 1.1
田那村宏(千大・肺病理)
慢性腎不全のため治療を受けたが尿毒症で死亡した 
68才男性の症例で，剖検の結果三重複癌を認めた症例
を報告する。鶏卵大の S状結腸癌(管状腺癌)およびそ
の肺転移と栂指頭大の右腎の副腎腫，米粒大の甲状腺癌
(乳頭状腺癌)で後者腫虜には転移がみられない。病変
は萎縮腎，左心室の拡張性肥大，牌のうっ血，肝のうっ
血硬化，謬機甲状腺腫などで，死因は萎縮腎による腎不
全であった。以上報告例のまれな三重複癌のー剖検例を
報告した。 
12. 進行肺癌例の放射線治療とその予後について
福間誠吾，沢田勤也，関	 保雄，石田逸郎，
田中文隆(千葉県がんセンター呼吸器科)
中野政男( 開 放射線治療部)
千葉県がんセンター開設以来，進行肺がんで放射線治
療施行例は 24例でいずれも姑息照射である。方法は全
例リニアワクチミリオンボJレト X線固定で 5000，-，8100 
radである。著効例 4例，有効例 14例，無効例 3例で，
著効 4例の内わけは照射開始後 11.5カ月， 10カ月の健
在例と 9.5カ月で心不全死亡例， 10ヵ月で肝転移のため
死亡した例とがある。化療との合併療法をいかに効果的
にするかが検討されるべきであるo 
13. 肺癌の手術例， :gJJ検例の検討
長田 浩(中央鉄道病院・胸部外科)
肺癌の治療成績を向上せしめるための対策として，つ
ぎの 2つの点が現在とくに痛感されるところである。
1.診断経過上の問題点， 2.治療手術であるにかかわら
ず，予後不良例が存在する点に関する検討。われわれの
扱った手術症例 50例についてーヒ述の問題を追求した。
以上のことを考慮しても，なお割り切れない問題が残
るoそれは腫療の:有する性格一一悪性度であり，今回は扇
平上皮癌について部検例の検討からいささか考察を行な
った。今後はさらに宿主例の問題，免疫学的検討を加え
ねばならないであろうことを述べた。
